
2015年（平成27年）８月号 2特集かごしま市民のひろば

●反射炉跡　※仙巌園内にあり
　反射炉は鉄を溶かして大砲の砲身を造るためのもので
す。現存するものは1857年に建設された２号炉で、凝灰
岩で造られた炉の下部構造や基礎部の石積みが残されて
います。

　1858年、集成館事業の反射炉などの燃料として用いる
白炭（火力の強い木炭）を製造するために建設した炭窯の
本体です。堅固な石積みで築造された当時の姿を今も残
しています。集成館に近く、また白炭に適したシイやカ
シが多いため、寺山に造られたといわれています。

●旧鹿児島紡績所技師館（異人館）
　日本初の西洋式紡績所である鹿児島紡績所で技術指導
に当たった７人の英国人技師の宿舎として、1867年に建
てられました。日本の洋風建築のうち、現存する２階建
住居としては最も初期のものであり、歴史的にも貴重な
建物です。館内には、当時の家財や日用品が再現されて
います。
◇開館時間　８時30分～17時30分（年中無休）
◇場　所　吉野町9685-15
◇入館料　高校生以上200円、小・中学生100円
　　　　　※団体割引あり
◇問い合わせ　247-3401

●旧集成館機械工場（現・尚古集成館）
　1863年の薩英戦争によって集成館は焼失しました。西
洋との力の差を実感した薩摩藩は、すぐに再建に着手
し、1865年に洋式機械工場を建設。ここでは、主に金属加
工、艦船・蒸気機関の修理・部品加工が行われました。現
存する日本の洋式工場の建物としては最も古いものです。
◇開館時間　８時30分～17時30分（年中無休）
◇場　所　吉野町9698-1
◇入館料　 高校生以上1000円（尚古集成館・仙巌園共通）、

小・中学生500円　※団体割引あり
◇問い合わせ　尚古集成館247-1511、仙巌園247-1551

　集成館の工場で必要な動力（水力）を得るために築かれ
た水路の取水口跡です。ここから集成館まで約７㎞導水
されました。吉野台地からの水は集成館背後の崖地を一
気に駆け下り、水車を回して大きなエネルギーを生み出
しました。

（かごしま近代化産業遺産パートナーシップ会議リーフレットより）
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「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」とは？
　幕末から明治にかけての日本の近代化は、西洋以外の地域で
初めて、また極めて短期間に急速な発展を遂げたという点で世
界史的な価値があります。明治日本の産業革命遺産は、そのプ
ロセスを証明する産業遺産群で九州・山口など８県11市の23資
産で構成され、本市には３つの構成資産があります。

世界文化遺産ってどんなもの？
　世界遺産とは、ユネスコ総会で採択された
世界遺産条約に基づく、国境を越えて人類が
共有し、次の世代に受け継いでいくべき遺産
のことです。そのうち、世界文化遺産には、顕
著な普遍的価値を有する記念物、建造物群、
遺跡（文化的景観を含む）が認定されます。

　本市の構成資産は「旧集成館（反射炉跡、旧集成館機械工場、旧鹿児島紡績所技師館を含
む）」、「寺山炭窯跡」、「関吉の疎水溝」の３つ。これらは日本初の西洋式工場群「集成館」に一
連の生産システムがあったことを示すものです。先人たちが自力で作り上げようとした想い
と培われた技術により、鹿児島が日本の近代化のさきがけとなりました。
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【集成館事業とそれを支えた動力・燃料（イメージ図）】

「旧集成館」の拡大図
（他の２資産は３面に拡
大図掲載）

【構成資産マップ】

　旧集成館
【反射炉跡、旧集成館機械工場（現・尚古集成館）、
　旧鹿児島紡績所技師館（異人館）】
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旧集成館

　1851年、薩摩藩主・島津斉彬は欧米列強に対抗するため、集成館事業を開始しました。磯地区に溶鉱炉やガラス工
場、蒸気機関の研究所などの施設をつくり、それらの工場群を「集成館」と名づけたのです。
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